
身近な生物への興味・関心を
高めるための生き物マップの作成



能勢町の課題とは？

能勢町役場地域振興課の古畑さん安達さんから能勢町
の課題を伺った

→生物多様性の基礎調査が進んでいない

生物多様性の豊かさが町民に広まっていない

「高校生が作る生き物マップ」を提案





テーマ：生き物マップを作ろう！

現状：能勢町全域のもの

具体的な生物の情報がない

子どもたちにとって見づらくわかりにくい

→①中学生と作る生き物マップ

写真は載っているが、実物の展示はない

→②標本を展示した生き物マップ

２種類の生き物マップを作成することに！



関連するSDGsについて



中学生が思う
現在の生き物マップのわかりにくい所

•文章を読まないと、写真の生物がどこにいるか
わかりづらい

•その生物が出てくる季節や時間帯がわからない

•文字が小さい

•能勢の地区が書いてあるが
地区を分けている線が薄くて分かりにくい



①中学生と作る生き物マップ

目的：中学生の生き物への興味・関心を高める

調査地：ささゆり学園付近の川（学びの丘）

調査日：１０月１５日

作成日：１０月２９日



①水生生物の調査の様子



先生もみんな
も興味津々!!

サワガニがたくさん
採集できました🦀

①調査後の報告会の様子



高校で写真を見ながら生物の種の同定

①調査後、１種ずつ写真撮影



①中学生と生き物マップを作成



①サワガニ

学名 Geothelphusa dehaani

生息時期 春から秋

分布 青森県～鹿児島県

特徴 一生を淡水（川や池）で過ごす
オスとメスで腹部の形が違う
水質階級1級（きれいな水）の指標生物

↑メス ↓オス





①学びの丘での調査のまとめ

学びの丘には

水質階級Ⅰ(きれいな水)と

水質階級Ⅱ(少しきれいな水)の

指標生物が生息している。

短時間で多種多数の生物が採集できた！
きれいな水で生物多様性が豊かであること
が分かった！



①アンケートの実施



調査前 知っている生物

•カニ

•アユ

•カエル

•マグロ

•ワニ

•ザリガニ

•イモリ

•ドジョウ

•ヤゴ

•ハゼ

•メダカ

•オオサンショウウオ

•ウーパールーパー

•ミジンコ

•アメンボ

•カメ



調査後 調査で知ったり調べた生物

•サワガニ
•スジエビ

•オケラ

•カワニナ

•オジロサナエ

•マツモムシ

•アマゴ

•ナマズ



調査前 生き物を守る取り組み

•部屋に入ってきた虫を逃がす

•川などをきれいにする

•川などにごみを捨てない

•虫などをあまり殺さない

•生き物を捕まえない

•傷つけない

•そっとする

•保護する

•自然環境の保全



調査後 生き物を守る取り組み

•部屋に入ってきた虫を逃がす

•自然を守る

•川などにごみが入っていたら取る

•食べ残しをなくす

•道で死んでいる生き物にお辞儀をした

•水のある場所で暴れない

•カブトムシにゼリーをあげた



とても興味

がある
17%

少し興味

がある
21%

あまり興味

がない
50%

まったく

興味が

ない
12%

調査前

とても興味

を持った
20%

少し興味

を持った
68%

調査前と

変わらな

い
12%

調査後

半分以上の生徒が
生き物に対する興味がなかった

一緒に調査をしたことで
約９割が興味を持ってくれた



なった
54%

ならなかった
46%

調査がきっかけで生き物調査に行きたい
と思うようになったか

調査後に実際に生き物観察に
行った人が一人いた！！！



②標本を展示した生き物マップ

目的

写真だけでなく、標本を一緒に展示した生
き物マップを作成する。

実物を見てもらうことで、生き物への興
味・関心をさらに高める。

調査地

能勢分校近くの田尻川の枝川



講習内容

•水生生物の採集方法について

•サンプルの保存方法について

川の調査

・学校付近の田尻川の支流の調査

・採集した水生生物のサンプル保存

② 7月14日水生生物の講習と川の調査



川の調査と自然史センターの方の講習

② 7月14日水生生物の講習と川の調査



植物採集

・水生生物の調査地と同じ場所で採集

植物標本作成

・採集した植物を種類ごとに分類

・標本の作成

② 9月16日植物採集と標本作成





採集した水生生物や植物を顕微鏡や本で
調べて種類や学名をラベルにしました。

水生生物はラベルと一緒にビンに入れ、
アルコールを加えて標本としました。

植物は乾燥後、ラベルと一緒に画用紙に
貼りました。

② 11月5日標本の完成





・調査、標本作製を通して、新たな学びが多く

生き物や自然への興味・関心の高まりを実感した。

・今後は、作った生き物マップを多くの人に

見てもらい、能勢町の生物多様性の豊かさを伝え

たい。

②標本を一緒に展示した生き物マ
ップのまとめ



今後の展望

・標本と一緒に展示する生き物マップを展示し、
多くの人に見てもらう。

・本研究の調査地以外でも、生物調査を実施し、
様々な場所での生き物マップを作成する。

能勢町の豊かな生物多様性について
多くの人に知ってほしい・・・！！


